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　『
近
江
日
野
の
歴
史
』
第
三
巻
「
近
世

編
」
を
発
刊
し
て
以
来
、
江
戸
時
代
の

さ
ま
ざ
ま
な
日
野
の
姿
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
中
か
ら
江
戸
時

代
の
日
野
の
町
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

近
世
の
日
野
町

　
江
戸
時
代
の
日
野
の
町
は
、
戦
国
時

代
に
蒲
生
氏
の
城
下
町
と
し
て
形
成
さ

れ
た
町
場
を
引
き
継
い
だ
も
の
で
す
。

蒲
生
氏
の
時
代
の
町
は
、
城
下
町
と
し

て
ひ
と
ま
と
ま
り
で
、
蒲
生
氏
の
み
を

領
主
と
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
江
戸

時
代
の
日
野
の
町
は
日
野
村
井
町
・
日

野
大
窪
町
・
日
野
松
尾
町
の
三
つ
の
町

に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
支
配
の
単
位

と
な
り
、
領
主
も
異
な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
町
は
現
在
の
大
字
に
引
き
継
が
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
野
松
尾
町
で
は
、

領
主
が
二
人
に
分
か
れ
た
た
め
、
上
組

と
下
組
に
分
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　
三
町
の
名
称
は
「
町
」
で
し
た
が
、

行
政
的
に
は
村
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
蒲
生
氏
の
時
代
に
与
え
ら
れ

た
土
地
に
か
か
る
税
の
免
除
の
特
権
が

廃
止
さ
れ
て
、
村
と
同
様
に
庄
屋
が
置

か
れ
、
年
貢
も
か
か
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
蒲
生
氏
の
時
代
の
名

残
と
し
て
一
部
の
役
が
免
除
さ
れ
る
な

ど
の
特
権
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

点
は
、
日
野
三
町
と
周
辺
農
村
と
の
大

き
な
違
い
で
す
。

町
の
景
観

　
日
野
の
町
場
の
中
心
に
は
、
東
西
及

び
南
北
方
向
に
延
び
る
通
り
に
よ
っ
て

格
子
状
の
街
区
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
通
り
を
挟
ん
で
両
側
に
建
ち
並
ぶ

家
屋
敷
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
町
を
両

側
町
と
呼
び
、
町
民
た
ち
の
最
も
身
近

な
生
活
共
同
体
と
な
り
ま
し
た
。
例
え

ば
本
町
通
り
沿
い
に
あ
る
、
大
窪
の
上

大
窪
町
な
ど
が
両
側
町
で
す
。
こ
の
両

側
町
も
現
在
に
引
き
継
が
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
町
割
が
つ
く
ら
れ
た
の

は
、
蒲
生
氏
が
日
野
を
治
め
た
一
六
世

紀
後
半
以
降
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
正
徳
五
（
一
七
一
五
）
年
に
描

か
れ
た
「
江ご

う
し
ゅ
う
ひ
の
さ
ん
ち
ょ
う
え
ず

州
日
野
三
町
絵
図
」
に
は
、

当
時
の
町
の
名
と
区
画
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
そ
の
こ
ろ
に
は
現
在
の
よ

う
な
町
並
み
が
で
き
て
い
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

町
に
暮
ら
す
人
び
と

　
で
は
、
日
野
の
町
は
ど
の
く
ら
い
の

人
び
と
が
暮
ら
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う

か
。
現
在
の
よ
う
な
統
計
デ
ー
タ
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
三
町
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い

て
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
、
日

野
大
窪
町
で
は
正
徳
二
（
一
七
一
二
）

年

で

は

家

数

八

五

七

軒
、

人

数

四
一
〇
〇
人
あ
ま
り
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、

同
じ
頃
の
日
野
村
井
町
で
は
家
数
が

二
六
一
軒
ほ
ど
で
し
た
。
ま
た
、
宝
永

八
（
一
七
一
一
）
年
の
松
尾
町
下
組
の

家
数
は
三
四
軒
、
人
数
一
六
〇
人
、
文

政
十
三
（
一
八
三
〇
）
年
の
松
尾
町
上

組
・
下
組
を
合
わ
せ
た
家
数
一
四
四
軒
、

人
数
五
一
八
人
で
し
た
。
時
代
の
違
い

は
あ
り
ま
す
が
、
三
町
を
合
わ
せ
る
と

一
二
〇
〇
軒
を
越
え
る
家
が
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
天
明
八
（
一
七
八
八
）
年
、
日
野
を

訪
れ
た
、
絵
師
・
蘭
学
者
で
あ
る
司し

ば馬

江こ
う
か
ん漢

は
、
「
人
家
千
軒
余
と
云
う
」
と

『
江こ

う

漢か
ん
さ
い
ゆ
う
に
っ
き

西
遊
日
記
』
に
記
し
て
い
ま
す
。

千
軒
余
と
い
う
表
現
は
決
し
て
大
げ
さ

な
表
現
で
は
な
く
、
日
野
の
町
に
は
多

く
の
家
が
立
ち
並
ん
で
い
た
の
で
す
。▲「江州日野三町絵図」
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こ
れ
ま
で
に
刊
行
し
ま
し
た
『
近
江
日
野
の
歴
史
』
は
、
第
一
巻
「
自
然
･

古
代
編
」、
第
二
巻
「
中
世
編
」、
第
三
巻
「
近
世
編
」、
第
五
巻
「
文
化
財
編
」
、

第
六
巻
「
民
俗
編
」、
第
七
巻
「
日
野
商
人
編
」、
第
八
巻
「
史
料
編
」
と
な

り
ま
し
た
。
教
育
委
員
会
や
各
公
民
館
な
ど
に
お
い
て
、
一
冊
四
、
〇
〇
〇

円
で
好
評
販
売
中
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
と
も
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。
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